
現代的なトピックにそった実践研究
〇将来の特別支援教育に求められている研究を、OECDやWHOの               
提言などを踏まえながら計画し進めています。

〇本学の特別支援教育部門（特別支援科学講座、特別支援教育・    
教育臨床サポートセンター、教職大学院）の教員と密接に連携
しています。

〇最近の研究テーマ
令和３年度「一人ひとりの未来を支える生涯発達支援学校

～健やかな心と体を育む支援をデザインする～」
令和４年度「一人ひとりの未来を支える生涯発達支援学校

～QOLの視点から各学部における支援を考える～」
令和５年度「生涯発達を支える言語コミュニケーションの支援：

理論と実践をつなぐ言語活動の充実」
〇研究協議会の開催

毎年１月に研究成果を全国発信
子ども一人ひとりに応じた教育システム（SIEN-System）
〇５つの支援内容区分
〇子どものニーズに合わせた個別教育計画
〇教育課程だけでなく個別教育計画も考慮した指導計画



生涯発達支援（就学前から老齢期まで）
〇幼稚部から高等部まで14年間の一貫教育
〇若竹会による卒業生のサポート

「若竹会」は、卒業生・在校生およびその保護者で構成
余暇や学習面での支援を中心に行っている

緑に囲まれた学校

問い合わせ先
〒203-0004 東京都東久留米市氷川台1-6-1

TEL：042-471-5274

アクセス：西武池袋線 東久留米駅下車 徒歩10分

詳細は本校ホームページをご覧ください
http://www2.u-gakugei.ac.jp/~tokushi/

〇四季折々を彩る植物
〇シラサギやタヌキなど野生の動物も見られます

http://www2.u-gakugei.ac.jp/%7Etokushi/
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